
「子ども食堂」活動助成申請を募集します。
　山科区地域福祉推進委員会（事務局：山科区社会福祉協議会）では、区内で子ども
たちに無料または低価格で食事を提供する事業（「子ども食堂」活動）を定期的
に実施している団体・グループに対して助成金を交付します。

京都市版ヘルプカード

助成金額 �活動頻度に応じて上限5～10万円　
申請期日 �9月15日（金）必着
申請方法 �令和5年度「子ども食堂」活動助成申請書を問合せ先に提出
　　　　（申請書はホームページからダウンロードできます）

問合せ  【マタニティマーク】区子どもはぐくみ室（☎592-3259） 【ヘルプマーク・京都市版ヘルプカード】区障害保健福祉課（☎592-3479）

折りたたんで
　　外出時に持ち歩く！

山科区では、誰もがお互いを尊重し、支え合いながらいきいきと安心して暮らし続けていただくために、
区民の皆さまや行政機関などが連携し、共に支え合うまちづくりを進めています。

また、援助や配慮を必要としている方々が周囲の方に伝えることができるマークなどがあります。ご存知ですか。
マークなどをつけている方がお困りのようでしたら、思いやりのある行動をお願いします。
日頃からちょっとした気遣い、気配りをすることで、誰もが暮らしやすい社会を実現しましょう。

誰もが安心して暮らせるまちへ

問合せ  山科区社会福祉協議会（西野大手先町2-1）（☎593-1294）

▼助成の詳細及び
　申請書はこちら

・�活動に興味のある方、
始めてみたい方の
ご相談
・�活動を応援したい！
という、企業や団体・
個人の方からのお申
し出（食材や場所の
提供など）

山科区社協マスコットキャラクター
ビラビ ボラビ皆さまの声を

お待ちしています！

プレママバッジ（マタニティマーク）

ヘルプマーク

　妊娠された方が妊娠初期から
安心して外出できるよう、妊娠中
であることを周囲の人に伝えるため
のマークです。
　京都市では母子健康手帳交付
時に「プレママバッジ」をお渡しして
います。

　心身の機能に障害の
ある方、難病の方、そのほか
支援が必要な方などを
対象に配布しています。

　障害のある方など支援を必
要とする方が、緊急時や災害
時など困ったときに周囲に見
せて、必要な支援を求めるた
めのカードです。

裏面表面

思いやりのある行動の例
電車・バスなどで
席を譲る

困っていたら
声をかける 　自分の情報や、緊急

事態を周囲の人に視覚
的に伝えることができ
ます。
　また、緊急連絡先や、
救急隊・医師に知って
欲しい内容を事前に記載
しておくこともできます。
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